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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 26,024 △5.9 △531 ― △48 ― △1,817 ―
25年3月期 27,663 △6.4 705 △47.9 1,075 △36.4 362 △4.7

（注）包括利益 26年3月期 △1,341百万円 （―％） 25年3月期 2,363百万円 （62.7％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 △53.55 ― △7.5 △0.1 △2.0
25年3月期 10.68 10.61 1.5 2.2 2.5

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 167百万円 25年3月期 14百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 45,560 23,248 50.6 682.09
25年3月期 48,667 25,774 52.5 753.41

（参考） 自己資本 26年3月期 23,071百万円 25年3月期 25,536百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 1,222 △1,710 △342 3,398
25年3月期 2,992 592 △2,275 4,183

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00 1,055 280.8 4.1
26年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 713 ― 2.8
27年3月期(予想) ― 5.00 ― 10.00 15.00 ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,600 △3.6 △850 ― △700 ― △700 ― △20.63
通期 26,200 0.7 350 ― 700 ― 100 ― 2.95



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 37,696,897 株 25年3月期 37,696,897 株
② 期末自己株式数 26年3月期 3,872,477 株 25年3月期 3,802,067 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 33,932,952 株 25年3月期 33,969,702 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終

了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.2「経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

(１) 経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策などの効果により、円高

是正や株価上昇の動きなど国内経済の回復の兆しが見られました。しかしながら、不安定な世

界経済などの影響も受け、国内景気は依然として先行き不透明な状況が続いております。 

衣料品業界におきましては、資産効果や景気回復の期待感はあるものの、全体の消費マイン

ドの改善にはいたらず、引き続き厳しい状況下にあります。 

このような経営環境が続くなか、当社グル－プは「お客様第一」「品質本位」の基本理念を

基に経営の効率化をすすめてまいりました。 

衣料事業は、中国工場群におきましては在庫の処分などをおこない経営の効率化をすすめて

まいりましたが、今後の事業環境を鑑み、現状では直ちに収益性の改善を図ることは困難であ

り投下資本の回収は難しいことから、固定資産の減損損失を計上いたしました。日本国内にお

きましては、不採算店舗の撤退や販売経路の拡充をはかり、ＯＥＭ（相手先ブランドによる製

造卸）は利益率や資金効率の悪い事業を縮小してまいりました。不動産賃貸事業は、小田原の

商業施設「ダイナシティ」のリニューアルを実施し、収益力向上にむけた投資を行ってまいり

ました。 

以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高は26,024百万円(前期比5.9％

減)、営業損失は531百万円（前期は営業利益705百万円)、経常損失は48百万円（前期は経常利

益1,075百万円）、特別利益63百万円および固定資産の減損損失等の特別損失1,455百万円を計

上いたしました結果、当期純損失は1,817百万円（前期は当期純利益362百万円）となりまし

た。 

 

② セグメント別の営業概況 

(衣料事業) 

ＯＥＭ（取引先ブランド製造卸）の受注・販売は、当社グループの生産工場以外で製造加工す

る利益率・資金効率の低い事業を縮小したため、売上高は前年同期比で減少いたしました。株式

会社ニューヨーカーを中心とする小売販売は、秋の台風や降雪など天候不順の影響はありました

が、売上高は前年同期とほぼ同水準となりました。新しい販売チャネルとして取り組んでおりま

すオンラインストアは、取扱品目を拡大し会員数も増加して順調に推移しており、売上シェアを

拡大しております。オーダースーツストア「ミリオンクラブ」は、日本第2号店である東京店を

オープンいたしました。 

以上の結果、売上高は21,941百万円（前期比4.8％減）、セグメント損失（営業損失）は1,606

百万円（前期は営業損失631百万円）となりました。 

(不動産賃貸事業) 

不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイナシティ」のリニューアルや本社ビ

ルの耐震補強工事を実施した影響などで売上高が減少いたしました。 

以上の結果、売上高は4,284百万円（前期比11.1％減）、セグメント利益（営業利益）は859百

万円（前期比25.3％減）となりました。 
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③ 次期の見通し 

今後のわが国の経済につきましては、回復への兆しが見えておりますが、4月に実施された消

費税の引き上げの影響や海外における財政不安や新興国経済の成長減速等の懸念もあり、景気

の先行きは依然として厳しいことが予想されます。また、雇用・所得環境に対する先行き不安

から生活防衛意識は依然根強く、個人消費の低迷は続くことが予想されます。 

このような経営環境のなか、当社グループは、製造部門と販売部門との連携を強め、新規顧

客の獲得と既存顧客との繋がりの強化を進め、経営のさらなる効率化を進めてまいります。 

衣料事業につきましては、中国製造工場郡の効率化のために経営体制の抜本的な改革を進め

てまいります。小売販売は「ニューヨーカー」ブランドの創設50周年を迎え、売上高の増加を

見込んでおります。 

不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイナシティ」はリニューアル実施後

は堅調に推移しており、売上高の増加を見込んでおります。 

利益につきましては、平成26年3月期に減損損失を計上した効果や経費の削減を進めることに

より、改善を見込んでおります。 

以上の結果、平成27年３月期の売上高は26,200百万円（前年比0.7％増）、営業利益は350百

万円（前連結会計年度は営業損失531百万円）、経常利益は700百万円（前連結会計年度は経常

損失48百万円）、当期純利益は100百万円（前連結会計年度は当期純損失1,817百万円）の予定

です。 

 

(２) 財政状態に関する分析 

①キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金および現金同等物は、前連結会計年度末に比べ784百万円減少し

3,398百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純損失は1,440百万円と

なり、減価償却費2,167百万円、たな卸資産の減少804百万円、預り保証金の返済による支出757

百万円、売上債権の減少316百万円、仕入債務の減少155百万円などにより、1,222百万円の収入

超過となりました。 
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(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、有価証券の売却による収入11,700百万円があ

りましたが、投資有価証券の取得による支出11,858百万円、不動産賃貸事業の「ダイナシテ

ィ」リニューアルなどによる有形固定資産への支出1,583百万円等により、1,710百万円の支出

超過となりました。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動に使用されたキャッシュ・フローは、短期借入金の収入660百万円・長期借入金の収

入2,000百万円がありましたが、配当金の支払い1,071百万円、長期借入金の返済1,660百万円、

および自己株式の取得による支出98百万円等があり、財務活動のキャッシュ・フローは、342百

万円の支出超過となりました。 

 

② キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
平成22年

３月期 

平成23年

３月期 

平成24年

３月期 

平成25年

３月期 

平成26年

３月期 

自己資本比率（％） 45.2 47.5 50.2 52.5 50.6 

時価ベースの自己資本

比率（％） 
44.2 50.9 50.1 49.1 49.2 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年） 
4.1 23.9 84.0 3.4 9.0 

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍） 
22.6 2.3 0.5 12.3 6.3 

自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

＊ いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。 

＊ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を

対象としております。 

＊ 営業キャッシュ・フローおよび利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営

業活動によるキャッシュ・フロー」および「利息の支払額」を用いております。 
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(３) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社グループは、株主への利益還元を最重要課題のひとつに位置づけております。 

利益配分につきましては、収益力の強化により配当を弾力的におこなうため、配当政策といた

しまして、連結経常利益の30％を基準とする業績連動型と基本方針を定め、キャッシュ・フロー

の発生する特別損益（投資有価証券等の売却や固定資産等の売却）の利益増加分につきまして

も、その30％をその後の数年間にわたり基準配当原資として加えることとし、経営環境、内部留

保の充実等を総合的に勘案して配当案を作成いたしております。 

しかしながら、キャッシュ・フローの状況も踏まえ、安定的、継続的な配当を行うことを必要

と考え、当期の配当金につきましては、第２四半期末5円、期末10円の合計15円とさせていただく

予定です。 

 

(４) 事業等のリスク 

当社グループが事業を遂行するにあたり、様々なリスクが伴います。 

当社グループにおいては、これらのリスクの発生を防止・回避・分散することによりリスクの

軽減をはかっておりますが、事業その他に影響を及ぼすと考えられるリスクには以下のようなも

のがあります。 

当社グループでは生産工場を全て中華人民共和国へ移転しており、当該国において戦争・政変

等により工場の生産活動が困難となった場合には、当社グループの経営成績および財政状態に重

大な影響を及ぼす可能性があります。 

不動産賃貸事業におきましては主力施設が神奈川県小田原市に所在しており、東海地震等当該

施設に損害がおよぶ自然災害の発生により商業施設としての機能が果たせない場合、当社グルー

プの経営成績および財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 

その他経済動向の変化、大幅な為替の変動等予想を超える事態が生じた場合などには、当社グ

ループの経営成績および財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

企業集団の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。 

不動産賃貸事業 衣料事業
株式会社ダイナシティ 株式会社ニューヨーカー　（販売）

（不動産賃貸） 株式会社ダイドーインターナショナル （貿易・製造・販売）

*2 株式会社ブルックス ブラザーズ ジャパン　（販売）
*1 ダイドーインターナショナル ニューヨーク INC.

*1 ダイドーオーストラリア プロプライアテリィ リミテッド（牧場）

*1 有限会社ニューヨーカーカゾック

*1 有限会社千代田工業

衣料事業
大同利美特（上海）有限公司　（製造・販売）
大同佳楽登（馬鞍山）有限公司　（製造）

大同利美特時装（上海）有限公司　（製造）

大同利美特染整（上海）有限公司　（製造）
上海紐約克服装販売有限公司　（販売）

大同利美特商貿（上海）有限公司　（販売）

（注） 無印　　　連結子会社

*1         非連結子会社

*2         持分法適用会社

平成25年12月に、愛雅仕商貿（北京）有限公司は清算いたしました。

得意先または消費者

出資状況（間接出資を含む）

大都利美特（中国）投資有限公司

ッ

ド

大同利美特貿易（上海）有限公司

社

ダ
株式会社ダイドーインターナショナル（貿易・製造・販売）

取引の流れ

イ

ド

｜

リ

ミ

テ

得意先または消費者

株

式

会
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３．経営方針 

(１) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、毛織物・手編毛糸・紳士衣料品・婦人衣料品および不動産賃貸と取扱品目・

顧客は各部門により異なっておりますが、「お客様第一」「品質本位」の基本理念を共有して事

業運営に当たっております。 

原料から製品までを一貫して取り扱うという特色を生かして高品質のものづくりを進めるとと

もに、販売環境の整備やサービス力の向上に注力してお客様の高い評価と信頼を得ることにより、

企業価値を増大させることが株主・顧客・取引先・社員等各ステークホルダー（関係各位）の利

益につながるものと認識し経営の基本理念としております。 

 

(２) 目標とする経営指標 

主な経営指標として「株主資本利益率（ＲＯＥ）」を活用しております。株主資本の投資効率

の向上をめざし企業価値の増大をはかるため、10％の達成を目標にしております。 

 

(３) 中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、日本・中国そして欧米におけるグローバルなビジネス展開を戦略の基本と位

置付け、挑戦を続けております。 

グループ各社の役割と責任を明確にして、お客様にご満足いただける品質を提供し続け、環境

の変化に対応できる持続可能な企業集団の形成に取り組み、企業価値の向上を目指してまいりま

す。 

 

(４) 会社の対処すべき課題 

当社グループを取り巻く市場環境は依然として不透明な状況にありますが、この様な厳しい経

営環境のなかで「お客様第一」「品質本位」の基本理念のもと、製造から販売まで完結できる総

合力を活かし将来に向けての事業の見直しと再構築をはかり、「領域」「信用」「効率」をキー

ワードに利益体質の構築を推進しております。 

 中長期の視点でさらなる利益を生み出せる企業グループに進化し、その利益が新しいビジネス

を発展させ、魅力的な製品・サービスを生み出し、人材・ブランドを育成し、社会に貢献するこ

とを目指してまいります。 

 

①中国製造工場 

事業環境が変化するなか、将来を見据えて土地・設備の有効活用をはかり、より付加価値を生

み出せる企業に転換するために経営体制の抜本的な改革を進めております。市場が求める製品を

提供できるよう製造工程の見直しや再配置を進め、欧米の高級ブランドや高級百貨店向けＯＥＭ

製品の受注増加に向けた活動も強化することで稼働率の向上に努めて、品質競争力・コスト競争

力を高めてまいります。グループは、日本・中国そして欧米におけるグローバルなビジネス展開

を戦略の基本と位置付け、挑戦を続けております。 

②パターンメイド事業の強化 

オーダースーツストア事業の「ミリオンクラブ」は、2013年9月に東京駅八重洲北口に日本第２

号店をオープンいたしました。「ニューヨーカー」ブランドのパターンメイドや日本・中国およ

び欧米向けのオーダーの受注を含め、着実な成長を目指しております。 

③「ニューヨーカー」ブランドの価値向上 

当社の主力ブランドである「ニューヨーカー」は、2014年1月にブランド創設50周年を迎えまし
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た。節目の年を迎え「ハウスタータン」をイメージの中心としたマーケティングを強化し、ブラ

ンド価値をさらに高めてまいります。日本においては、多様化する顧客の志向への対応と新たな

消費者への訴求のため、販売経路と商品構成の拡充を進めてまいります。中国を中心としたアジ

ア市場においては、日本でのマーケティングと連動してブランド価値を確立するとともに、商品

と店舗の見直しを行いながら収益性向上を目指してまいります。 

④不動産賃貸事業 

小田原にあります商業施設「ダイナシティ」は、昨年ＥＡＳＴ館のリニューアルを実施いたし

ました。また、災害等の避難発生時に必要最低限の電力を確保することを目的として、ＷＥＳＴ

館屋上に太陽光発電・蓄電設備を導入しております。引き続き、地域密着・地域貢献という原点

を大切にしながら、エンターテイメント性の向上やファミリー層向けの対応を強化して施設全体

の魅力を高めてまいります。 

 

 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）とコンプライアンス（法令遵守）につきましては、法令の遵守に基

づく企業倫理の重要性を認識するとともに、「お客様第一」「品質本位」の基本理念を通じて、企

業価値の最大化を実現するために、的確かつ迅速に経営されるべきと考えております。その実現の

ために、株主の皆様やお客様をはじめ、お取引先・社員等の各ステークホルダー（関係各位）との

良好な関係を築くとともに、株主総会・取締役会・監査役会・会計監査人など、法律上の機能制度

の一層の強化・改善をおこない、コーポレート・ガバナンス（企業統治）を充実させてまいります。 

なお、当社ホームページ（http://www.daidoh-limited.com/）において株主および投資家の皆様

への迅速かつ正確な情報の開示に努めるとともに、企業情報の共有化を進め、経営の透明性を高め

てまいります。 

また、平成17年４月より施行されました個人情報保護法に関して、全役員および全従業員に継続

的な啓蒙を行い、必要な措置をとっております。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,183 3,398

受取手形及び売掛金 3,132 2,964

有価証券 11,714 －

たな卸資産 5,186 4,683

繰延税金資産 253 183

その他 1,162 1,371

貸倒引当金 △46 △49

流動資産合計 25,587 12,551

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,445 8,563

機械装置及び運搬具（純額） 1,097 233

土地 1,591 1,591

リース資産（純額） 150 147

建設仮勘定 61 9

その他（純額） 383 363

有形固定資産合計 11,730 10,909

無形固定資産

ソフトウエア 608 262

リース資産 345 387

ソフトウエア仮勘定 3 －

その他 262 289

無形固定資産合計 1,219 939

投資その他の資産

投資有価証券 7,807 18,671

繰延税金資産 397 584

その他 2,307 2,111

貸倒引当金 △382 △208

投資その他の資産合計 10,130 21,159

固定資産合計 23,080 33,008

資産合計 48,667 45,560

決算短信 （宝印刷）  2014年05月02日 15時08分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成26年3月期決算短信

－9－



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 947 854

短期借入金 3,860 4,520

1年内返済予定の長期借入金 1,660 1,660

リース債務 158 163

未払法人税等 877 269

賞与引当金 60 61

ポイント引当金 67 52

その他 2,756 2,669

流動負債合計 10,387 10,252

固定負債

長期借入金 4,510 4,850

リース債務 350 388

長期預り保証金 6,376 5,857

長期前受金 720 624

繰延税金負債 － 1

その他 548 338

固定負債合計 12,505 12,059

負債合計 22,893 22,311

純資産の部

株主資本

資本金 6,891 6,891

資本剰余金 8,657 8,612

利益剰余金 12,016 9,126

自己株式 △3,849 △3,863

株主資本合計 23,716 20,767

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,414 575

為替換算調整勘定 405 1,728

その他の包括利益累計額合計 1,819 2,303

新株予約権 153 101

少数株主持分 84 75

純資産合計 25,774 23,248

負債純資産合計 48,667 45,560
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 27,663 26,024

売上原価 13,581 13,221

売上総利益 14,082 12,802

販売費及び一般管理費 13,377 13,334

営業利益又は営業損失（△） 705 △531

営業外収益

受取利息 402 337

受取配当金 158 153

持分法による投資利益 14 167

その他 162 200

営業外収益合計 738 858

営業外費用

支払利息 303 254

為替差損 5 33

その他 59 88

営業外費用合計 368 376

経常利益又は経常損失（△） 1,075 △48

特別利益 1,238 63

特別損失 1,350 1,455

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当
期純損失（△）

964 △1,440

法人税、住民税及び事業税 864 470

法人税等調整額 △255 △65

法人税等合計 608 405

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主
損益調整前当期純損失（△）

355 △1,846

少数株主損失（△） △6 △28

当期純利益又は当期純損失（△） 362 △1,817
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主
損益調整前当期純損失（△）

355 △1,846

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,314 △839

為替換算調整勘定 620 1,292

持分法適用会社に対する持分相当額 72 50

その他の包括利益合計 2,007 504

包括利益 2,363 △1,341

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,360 △1,333

少数株主に係る包括利益 2 △8
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,891 8,687 12,683 △3,786 24,476

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △1,030 　 △1,030

当期純利益 　 　 362 　 362

自己株式の処分 　 △29 　 53 24

自己株式の取得 　 　 　 △117 △117

その他 　 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― △29 △667 △63 △760

当期末残高 6,891 8,657 12,016 △3,849 23,716

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 100 △278 △178 140 82 24,521

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △1,030

当期純利益 　 　 　 　 　 362

自己株式の処分 　 　 　 　 　 24

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △117

その他 　 　 　 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
1,314 683 1,998 12 2 2,012

当期変動額合計 1,314 683 1,998 12 2 1,252

当期末残高 1,414 405 1,819 153 84 25,774
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,891 8,657 12,016 △3,849 23,716

当期変動額

剰余金の配当 △1,071 △1,071

当期純利益 △1,817 △1,817

自己株式の処分 △45 84 39

自己株式の取得 △98 △98

その他 △2 △2

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― △45 △2,890 △13 △2,949

当期末残高 6,891 8,612 9,126 △3,863 20,767

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,414 405 1,819 153 84 25,774

当期変動額

剰余金の配当 △1,071

当期純利益 △1,817

自己株式の処分 39

自己株式の取得 △98

その他 △2

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△839 1,323 484 △51 △8 423

当期変動額合計 △839 1,323 484 △51 △8 △2,525

当期末残高 575 1,728 2,303 101 75 23,248

決算短信 （宝印刷）  2014年05月02日 15時08分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）

株式会社ダイドーリミテッド（3205）平成26年3月期決算短信

－14－



（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前
当期純損失（△）

964 △1,440

減価償却費 1,931 2,167

減損損失 － 1,249

受取利息及び受取配当金 △561 △490

支払利息 303 254

持分法による投資損益（△は益） △14 △167

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 70 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,099 316

たな卸資産の増減額（△は増加） 118 804

その他の流動資産の増減額（△は増加） △199 △33

仕入債務の増減額（△は減少） △445 △155

預り保証金の増減額（△は減少） △620 △757

その他の流動負債の増減額（△は減少） 187 99

その他 131 300

小計 2,964 2,146

利息及び配当金の受取額 707 449

利息の支払額 △243 △193

法人税等の還付額 203 285

法人税等の支払額 △578 △1,425

特別退職金の支払額 △61 △39

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,992 1,222

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） △11,714 11,700

投資有価証券の取得による支出 △168 △11,858

投資有価証券の売却による収入 13,133 －

有形固定資産の取得による支出 △539 △1,583

その他 △118 30

投資活動によるキャッシュ・フロー 592 △1,710

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 330 660

長期借入れによる収入 － 2,000

長期借入金の返済による支出 △1,330 △1,660

自己株式の取得による支出 △117 △98

配当金の支払額 △1,030 △1,071

その他 △128 △173

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,275 △342

現金及び現金同等物に係る換算差額 36 45

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,345 △784

現金及び現金同等物の期首残高 2,837 4,183

現金及び現金同等物の期末残高 4,183 3,398
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(５)  連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する事項) 

 

該当事項はありません。 
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(連結貸借対照表関係) 

 

※１  非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

投資その他の資産 

  投資有価証券(株式) 2,658百万円 2,814百万円

   (うち、共同支配企業に対する投資の金額) (－百万円) (－百万円)

 

 

(連結損益計算書関係) 

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

従業員給料手当 3,057百万円 3,070百万円

歩合家賃 3,088百万円 3,049百万円

手数料 1,756百万円 1,634百万円

広告宣伝費 427百万円 674百万円

賞与引当金繰入額 57百万円 56百万円

ポイント引当金繰入額 42百万円 13百万円

 

※２  特別利益の主な内訳 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

投資有価証券売却益 1,233百万円 －百万円

新株予約権戻入益 －百万円 62百万円

 

※３  特別損失の主な内訳 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

投資有価証券売却損 1,304百万円 －百万円

固定資産除売却損 35百万円 127百万円

減損損失 －百万円 1,249百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係) 

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 37,696,897 － － 37,696,897

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,617,526 226,941 42,400 3,802,067

(注) １．当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」導入に伴い、平成21年４月１日付で自己株式428,500

株および平成24年12月13日付で自己株式1,500,000株を資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）へ拠出しております。なお、自己株式数については、平成25年３月31日現在において信託Ｅ

口が所有する当社株式1,796,500株を自己株式数に含めております。 

２．普通株式の自己株式の増加226,941株は会社法165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき取得した226,700株および単元未満株式の買取請求により取得した241株であ

ります。また減少42,400株はストックオプション行使6,400株および株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

給付36,000株によるものであります。 

 

 

３．新株予約権等に関する事項 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類

目的となる株式の数(株) 当連結会計

年度末残高

(百万円)
当連結会計

年度期首
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

提出会社 

平成17年新株予約権 普通株式 8,800 － 500 8,300 －

ストックオプション
としての新株予約権 

－ － － － － 153

合計 － － － － 153

(注)  平成17年新株予約権につきましては、会社法の施行日前に付与されたストックオプションであるため、

残高はありません。 
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４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 688 20.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日

平成24年11月５日 
取締役会 

普通株式 341 10.00 平成24年９月30日 平成24年12月４日

(注)  配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に対する配当金を含んでおりま

す。 

平成24年６月28日定時株主総会決議には配当金６百万円 

平成24年11月５日取締役会決議には配当金２百万円 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 713 20.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

(注)  平成25年６月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会

社（信託Ｅ口）に対する配当金35百万円を含んでおります。 
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当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 37,696,897 － － 37,696,897

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,802,067 150,110 79,700 3,872,477

(注) １．当社は、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」導入に伴い、平成21年４月１日付で自己株式428,500

株および平成24年12月13日付で自己株式1,500,000株を資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）へ拠出しております。なお、自己株式数については、平成26年３月31日現在において信託Ｅ

口が所有する当社株式1,755,500株を自己株式数に含めております。 

２．普通株式の自己株式の増加150,110株は会社法165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき取得した150,000株および単元未満株式の買取請求により取得した110株であ

ります。また減少79,700株はストックオプション行使38,700株および株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯ

Ｐ）給付41,000株によるものであります。 

 

３．新株予約権等に関する事項 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類

目的となる株式の数(株) 当連結会計

年度末残高

(百万円)
当連結会計

年度期首
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

提出会社 

平成17年新株予約権 普通株式 8,300 － 3,300 5,000 －

ストックオプション
としての新株予約権 

－ － － － － 101

合計 － － － － 101

(注)  平成17年新株予約権につきましては、会社法の施行日前に付与されたストックオプションであるため、

残高はありません。 
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４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 713 20.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

平成25年11月５日 
取締役会 

普通株式 357 10.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日

(注)  配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に対する配当金を含んでおりま

す。 

平成25年６月27日定時株主総会決議には配当金35百万円 

平成25年11月５日取締役会決議には配当金17百万円 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 355 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日

(注)  平成26年６月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会

社（信託Ｅ口）に対する配当金17百万円を含んでおります。 
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

現金及び預金 4,183百万円 3,398百万円

現金及び現金同等物 4,183百万円 3,398百万円
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「衣

料事業」及び「不動産賃貸事業」の２つを報告セグメントとしております。なお、経済的特徴が概

ね類似している事業セグメントを集約しております。 

「衣料事業」は、事業者向けの毛織物及び消費者向けの紳士・婦人衣料製品等の製造販売を行っ

ております。 

「不動産賃貸事業」は、ショッピングセンター店舗・事務所用ビル等の賃貸等を行っておりま

す。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会

計処理基準に基づく金額により記載しております。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替

高は市場実勢価格に基づいております。 

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高   

  外部顧客への売上高 23,048 4,615 27,663 － 27,663

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 201 201 △201 －

計 23,048 4,817 27,865 △201 27,663

セグメント利益又は損失
（△） 

△631 1,151 520 184 705

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額184百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社収益及び全社費用183百万円が含まれております。 

全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 衣料事業 不動産賃貸事業

売上高   

  外部顧客への売上高 21,941 4,082 26,024 － 26,024

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 201 201 △201 －

計 21,941 4,284 26,226 △201 26,024

セグメント利益又は損失
（△） 

△1,606 859 △746 215 △531

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額215百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社収益及び全社費用214百万円が含まれております。 

全社収益は主にグループ子会社からの経営管理指導料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(有価証券関係) 

 

１．売買目的有価証券 

該当事項はありません。 

 

２．満期保有目的の債券 

該当事項はありません。 

 

３．その他有価証券 

前連結会計年度（平成25年３月31日） 

区分 
連結貸借対照表計上額

(百万円) 

取得原価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの 
 

 ① 株式 4,675 2,676 1,998

小計 4,675 2,676 1,998

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの 
 

 ① 株式 268 311 △42

 ② 債券  

   社債 4,899 4,899 －

 ③ その他 6,814 6,814 －

小計 11,983 12,026 △42

合計 16,658 14,703 1,955

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合に減損処理

を行っております。 

 

当連結会計年度（平成26年３月31日） 

区分 
連結貸借対照表計上額

(百万円) 

取得原価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの 
 

 ① 株式 4,255 2,521 1,734

 ② 債券  

   国債・地方債等 1,071 984 87

小計 5,327 3,506 1,821

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの 
 

 ① 株式 440 467 △26

 ② 債券  

   国債・地方債等 9,884 10,873 △988

小計 10,324 11,340 △1,015

合計 15,652 14,846 805

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合に減損処理

を行っております。 
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４．連結会計年度中に売却したその他有価証券 

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円) 

13,133 1,233 1,304

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円) 

－ － －
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(１株当たり情報) 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

１株当たり純資産額 753円41銭 682円09銭 

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額(△) 10円68銭 △53円55銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 10円61銭 －円－銭 

(注) １．１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) 362 △1,817 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る当期純利益又は 
当期純損失(△)(百万円) 

362 △1,817 

普通株式の期中平均株式数(千株) 33,969 33,932 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額(百万円) － － 

普通株式増加数(千株) 244 － 

(うち新株予約権) (244) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株
式の概要 

平成19年７月24日に発行しましたストック・オプションに
係る新株予約権220,000株(2,200個)は、行使価格が期中平
均株価を上回っている為含めておりません。 

 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 25,774 23,248 

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 237 177 

(うち新株予約権) (153) (101)

(うち少数株主持分) (84) (75)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 25,536 23,071 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(千株) 

33,894 33,824 
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(重要な後発事象) 

 

該当事項はありません。 

 

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、デリバティブ取引、退職給付、ス

トック・オプション等、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産に関する注記事項については、

決算短信における開示の重要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
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５．その他 

(１)  役員の異動 

役員の異動につきましては、平成26年3月3日に公表いたしました「取締役および執行役員の異動

に関するお知らせ」をご参照ください。 
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